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２０２３ 年 度 上 半 期（2023年 8月～2024年 1月）事 業 報 告 

    法人の名称 ＮＰＯ法人ＵＡＰＡＣＡＡ国際保全パートナーズ 

＜ハイライト＞ 
・ 地球環境基金「つづける助成」による、コンゴ民主共和国（DRC）のボノボエコツアー復興活動 2年

目。昨年度に続き、協働団体MMTの現地活動支援とUAPACAAからの現地視察、イベント開催。 
・ 一般財団法人 JICS NGO支援、3年目は一般募集でDRCプロジェクトの直接支援に採択された。2024

年度に実施する、Mbali地区へのプロポリス養蜂導入フィージビリティ調査に 160万円が支給される。 
・ 12月～1月にREADYFORで、2022年末に続くカメルーン・ロベケ国立公園密猟対策支援の緊急募集

クラウドファンディングを実施。“All in” 方式で目標額 870万円に対し 357.5万円と、2022年末とほ

ぼ変わらぬご寄附が集まった（https://readyfor.jp/projects/LobekeDjanguiprotection）。 
・ 昨年度と同時期の 8〜9月の約 2カ月間、岡安がDRCのボノボの里Mbaliとカメルーン・ロベケ国立

公園現地視察のため出張。9/1（Mbali）、9/23（ロベケ）と現地中継を試みるも接続に支障が発生した。 
・ 2023年 10月 17日に 7期第 1回オンライン理事会を開催し、理事 6人の出席（2名は書面表決）を得

て成立。２０２２年度（2022年 8月～2023年 7月）事業報告と決算に承認を得て通常総会に上程した。

また役員任期満了（9 月 27 日）で次の総会で改選されるので、役員候補を選任し内諾を得て上程した。 
・ 理事会の表決に従い、10月 21日にハイブリッドで第 7期通常総会を開催し、正会員 15人のうち 14

人（うちオンライン出席 5名、書面表決 4名）の賛成を得て、２０２２年度事業報告・決算報告が承

認された。また新役員候補も全員、選任された。 
・ 10月 21日続いて新役員による理事会を開催し、新理事 6名（オンライン出席 2名、書面表決 2名）の

賛成を得て、岡安が代表理事に選定された。2 年間代表権を持つ理事として法務局に変更登記を行った。 

＜事業活動方針にかかる報告（2023年 8月～2024年 1月分）＞ 
カメルーン、ブータン、およびコンゴ民主共和国（DRC）の連携先と自然保護プロジェクトを推進する。 
「２ 事業内容」に沿って、以下に報告する。 

① 自然保護におけるポスト・コロナ対策事業 
・ 感染症対策にも役立つプロポリス養蜂の、アフリカの現場への導入に向けた施策；出張で現状確認 

Ø カメルーンのロベケ国立公園周辺コミュニティの養蜂業整備 
² 8月に募集のあったデロイトトーマツ財団の助成金は不採択だった（全て国内プロジェクト） 
² 資金調達に関しては、新規プラットフォームのクラウドファンディングの検討を行う 
² 9 月の視察で現場で養蜂業の導入を組織的・継続的に行う必要性が判明（生薬 P チームと連携） 

Ø DRCのMbali地区では、WWF DRCのコミュニティ支援ですでに養蜂業が導入されている 
² ２０２４年度 JICS助成金＋歳末たすけあい寄附で 1年目のフィージビリティ調査は可能 
² 3月の地球環境基金「ひろげる助成」（800万円）の結果次第で、3年計画で推進する 
² WWF DRCの撤退で、養蜂技術を持つ村人のチームが、商業ベースの養蜂推進に至っていない 

https://readyfor.jp/projects/LobekeDjanguiprotection


 
 

② アフリカ熱帯雨林の保全と野生動物保護支援に関する事業 
ア カメルーン共和国南東部州の大型類人猿と生物多様性の保全活動 
１． ロベケ国立公園の大型類人猿エコツーリズム振興支援 
２． ロベケ国立公園生物多様性モニタリング 
３． 国際武装集団によるゾウ密猟対策への支援 

・ 9月の視察で、2022年のビジター数 60人と回復傾向が確認できたが、400人の年間目標には遠い。 
・ ゴリラの人づけに向けて、Pont Casseのトランゼクト・モニタリングが再開していた。ただし、モニ

タリングの手法をコロナ前と統一し、野生動物の分布や密度変化を比較できるようにする必要がある。 
・ プチ・サバンナのマルミミゾウは前年来の傾向が続いており、さらに観察台に人が居ても、朝 6時半

の明るい時間帯にバイに水浴びに出てきて、昨年来の支援が奏功していることが確認できた。 
・ 他方、2021 年にマルミミゾウの密猟があったジャンギでは、今回も夜間に重火器の発砲音が確認され、

密猟のリスクが迫っている兆候があった。帰国後、支援者向けのアピールを開始し、12月〜１月にク

ラウドファンディングを実施した結果、2024年も資金的・技術的支援を継続できる目処が立った。 

イ コンゴ民主共和国（DRC）マイ・ンドンベ州ボロボ郡におけるボノボの保護活動 
1. ボノボ生息域における生物多様性保全・再生にかかる研究と実践 
2. ボノボ生息域に居住するコミュニティの地場産業開発を通じた生物多様性保全 

・ ２０２３年度地球環境基金の「つづける助成」で、エコツアー復興支援 2年目。2024年 2月のリアル

ツアー催行を目指すが、年末の総選挙実施に伴い延期。新しいボノボ・グループの人づけ支援を継続。 
・ ２０２２年度に続き、エコツアー説明会も兼ねて、オンライン・イベント・シリーズを 1月に再開。 
・ 2．の地場産業創設の機会を探るため、前述の JICS助成金でプロポリス養蜂導入可能性を検証する。 

③ 南アジアの亜熱帯林保全と野生動物保護支援に関する事業 
ア ブータンの生物多様性保全、特に南部国境地帯を生息地とするアジアゾウ保護 
１． TraMCAランドスケープにおける人とアジアゾウの衝突回避に向けた支援 

・ アジアゾウ保護に向けた大型プロジェクトは、外部協力者からの資金調達の目途が立っていない。 

アフリカやアジアの生物多様性保全に関する情報発信を行い、国際保全活動の普及啓発に貢献する。 
・ 広報アシスタントが就職のため退職し、後任者の定着が遅れたが、12月から開始したクラウドファン

ディング募集期間には間に合い、現場の狩猟採集民の暮らしぶりなどリアルな情報発信が充実した。 
・ クラウドファンディング期間中は、新着情報（活動報告）の発信にバラエティを持たせるなど力を入

れたところ、前回以上の効果が得られ、支援者数は少ないが同レベルの資金調達に結びついた。 
・ 9月から音楽関係の広報アシスタントの参画があり、インスタグラムを中心に活動内容のリール動画

の定期配信を開始。なかなか増えなかったフォロワーが、徐々に増加に転じている。 
・ アフリカ中部滞在中、ウェブアプリにアクセスできない、WiFiの細さで現地中継ができない、という

広報上の弱点は、現地のオンライン人口増加と脆弱なインフラ問題でさらに深刻化している。 

＜その他の事業＞ 
① 書籍の出版・販売 

海外出張も再開され、その対応に時間を取られるため、今年度は行っていない。 

※ 上半期予算進捗（2023年 8月～2024年 1月）に関して、中間決算報告書を添付する。 以上 


